
Ａ日程新規高卒者用参考問題 数学

１．次の計算をしなさい。
１ ２

（１）２＋(－９)＋３ （２） ＋ （３）６＋（－２）×(－１)＋（－８）
２ ３

（４）ｘ＋３－(２ｘ＋１) （５）ａ ｂｃ(ａｂ－ｂｃ ）２ ２ ２

（６）１から３０までの自然数の総和

２．次の方程式を解きなさい。

（１）ｘ＋２＝１０ （２） (ｘ＋３) ＝１ （３）ｘ－３ｙ＝ｘ－ｙ＝１０２

（４）ｘ ＋４ｘ＋４＝０２

３．次の座標上の点Ａ（－２，２ ，点Ｂ（５，９ ，点Ｃ（９，５）で囲まれる三角形ＡＢＣについて、点Ａ） ）
をとおり、辺ＢＣに交わるように直線を引いたとき、三角形ＡＢＣの面積を二等分する。この直線の式が
ｙ＝ａｘ＋ｂで表される
ときのａ、ｂの組み合わせのうち正しいものを記号で答えよ。

５ ２８ １
①（ａ、ｂ）＝（ ， ） ②（ａ、ｂ）＝ （ ， －６） ③（ａ，ｂ）＝（２，－１０）

９ ９ ３

４．３つのグループＡ，Ｂ，Ｃがあり、それぞれの人数をＸ人，Ｙ人，Ｚ人とする。このとき下記の条件のもと
でそれぞれの人数を求める。
条件１：グループの合計人数は３６人である
条件２：ＣグループはＡグループより４人多い。
条件３：Ｃグループが一番人数が多く、Ａグループが一番人数が少ない。
求め方の説明文の空白の箇所（ア）～（ク）に入る数、式を下の数式群から選べ。

（求め方の説明文） （数式群）
条件１より
Ｘ＋Ｙ＋Ｚ＝（ア） ・・・① ３０，３１，３２，３３，３４，３５，３６，４０、

条件２より ４１，４２，－１，－２，－３，－４，－５，０
Ｘ－Ｚ＝（イ） ・・・② １１，１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８

条件３より
Ｘ＜Ｙ＜Ｚ ・・・③ ＝，＜，＞，≦，≧

①－②より
Ｙ＋２Ｚ＝４０ ・・・④

④と③から
３Ｙ（ウ）４０が成立する。 よって Ｙ＜４０／３ ・・Ⅰ

また①＋②より
２Ｘ＋Ｙ＝（エ） ・・・⑤

⑤と③から
３Ｙ＞３２が成立する。 よって Ｙ＞３２／３ ・・Ⅱ

Ⅰ、Ⅱより、３２／３＜Ｙ＜４０／３であり、また題意よりＹは必ず自然数となるためＹの取りうる値は、次
の３つである。その数は、１１ （オ 、１３である。， ）
仮にＹを１１として式①に代入し、式①、②で連立方程式を解くと、Ｘ，Ｚの解が自然数とならないため題意
に反する。以下同様にして求めると、題意を満たす解はＸ＝（カ ，Ｙ＝（キ ，Ｚ＝（ク）である。） ）


